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ルネサンスの運動は, 服飾史 の上にも劃期的な変化を

責らさずにはおかなかった。女 子服においては ，フ ァー

チング ールとコルセットという ，体型を異常な までに変

化させる一 種の道具の出現であ り，男子服においても，

これに影響されてさ まざ まな変化が現われた。国土 の発

見や多 くの発明が展開されるという希望に満 ち た 時 代

に,服装も飛 躍するこ とは ，当然のこ とであるし, 恰もこ

れが隆昌の頂点を歩む スペインに生 まれたことも何ら不

思議なことではない。これらの道具に よって形 作られる

豊かなシルエットと，惜しげな く用いられた豪華な布地

は，スペインの好景気を反映し ，これに憧憬を もつ欧洲

各地へと速かにひろ まって，当 時代を飾ったのである。

フ7  ~チングールが，その後三百年の間，根強い力を以

て流行し，今 もなお余韻をとどめていることを思うにつ

け て 乱 そ の機構を知 り，出現した動機を，主として社

会史的見地から探求することは ，興味深いことと思う。


